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（１）2007年（平成１９年）７月１１日（水） 市川市教育委員会広報紙 

  

 
  

 ち か わ                      

No.１５１ 

   教育の共有化と５つのキーワード  

 １． 確かな学力を育成します 

 ２． 豊かな人間性を育みます 

 ３． ヘルシースクールを推進します 

 ４． 安全・安心を確保します 

 ５． ｺﾐｭﾆﾃｨ ｻﾎﾟｰﾄを充実させます  

  「教育いちかわ」は前回で発行１５０号を達成しました。この節目を記念して、西垣惇吉（にしがき あつよし）教育長に 

「市川の教育」について伺いました。朗らかに、力強く語った「市川教育の姿」を紙面にてご紹介いたします。 

  様々な変化が予想される状況の中で、子どもたちを    

健やかに育てていくためには、学力の育成と向上などのように、いつの

時代にあっても変わることなく大切なものと、現在声高に叫ばれてはいま

すが一過性であるもの、いわゆる｢不易（ふえき）と流行｣をしっかりと見

極めて取り組みを進めていくことが大切です。そして、学校・家庭・地域

が手を携え、社会全体で一体感のある教育を展開することが、今後の市川

市教育の姿だと思っています。 

子どもたちが「自分の学校・幼稚園を好きになる」、保護者が「子ども

の通う学校・幼稚園を誇りに思う」、地域の方が「地域の学校・幼稚園に

愛着がもてる」ようになることを目指して、教育環境の整備に努力してい

川市教育委員会が取り組んでいる「教育の

共有化」とは、どんなことでしょうか。 

  教育の共有化という言葉は、学校・家庭・地域の 

みんなが一緒になって子どもたちを育てていくこと 

を指します。教育を取り巻く環境は、社会の変化に

ともなって様々な問題に直面しています。また、教

育に課せられている使命、解決すべきことはたくさんあります。今こ

そ、社会全体の教育力を活性化させていくことが重要です。教育委員

会は、５つのキーワードを掲げ、具体的な取り組みを進めています。 

「豊かな人間性」とは、「美しいものや自然に感動する柔らかな感

性」「正義感や公正さを重んじる心」「生命を大切にし、人権を尊重

する基本的な倫理観」「他者との共生や異質なものへの寛容」等と

いった「生きる力」の核となる感性や心のことです。 

 各学校・園では、全ての教育活動を通じて「豊かな体験」ができる

ように配慮しています。体験活動を通して子どもたちの心が動かさ

れ、感性が磨かれて、情操が豊かになることにより、思いやりの心や

社会性などが身に付くと考えるからです。  
             みんなが言うから･･･ではなく、自分の 

            感性としてどう感じるかが大切です。心の 

            中をきれいにすれば、人間自身がきれいに 

            なります。美しい言葉、あたたかい言葉を 

            使うことも人間性を育むことになります。 

              市川市では、美しい言語環境を整え、人 

                        や自然などとかかわる体験を通して「美し 

  い日本語」の使い手を育てる取り組み※２ 

    を進めています。  ※２ ２面に関連記事   

かな学力を育成するために、どのような 

取り組みを進めているのでしょうか。 

     「確かな学力」とは、基礎的・基本的な「知識・ 

    技能」に加えて、「学ぶ意欲」や「思考力・判断力 

    ・表現力」などを含めた幅広い学力のことですが、    

                「生きる力」を育むためには、この「確かな学力」 

  を育成することが重要な課題であり、学校教育にとっては最も大き 

 な責務となっているのです。 

  しっかりと覚えること。これも大切です。そして、なぜ？の疑問  

 を丁寧に解きほぐしながら、「学びたい」という意欲を引き出した 

       いですね。各学校では、「少人数指導」「地域人材を 

       活用した指導」等、「創意と活力のある学校づくり」 

         の中で進めています。※１ 

               もちろん、特別な支援を必要とする子どもたちにと     
              っても、自立を促す面から「確かな学力」の育成は重  

  要であり、個を伸ばす教育環境を整えていきます。   
     ※１ 教育委員会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（欄外参照）をご覧下さい。 

かな人間性とは、何を指していますか。 

また、具体的な取り組みもお聞かせ下さい。 

すこやか口腔検診 スタート !! 

 

最 後に、市川市の教育は、今後どのような方

向に進んでいくのか教えて下さい。 

ルシースクールの取り組みは、 

今後ますます重要ですね。 

 ヘルシースクールとは、「体力つくり」「望ましい生活リズムの確

立」「食に関する指導の充実」「安全・環境衛生の充実」の４つを中

心にして、子どもたちが望ましいライフスタイルを身につけるための

取り組み※３です。精神的な豊かさも健康な体があってのことです。 

 平成１９年度は、従来の「すこやか検診」に加えて、「すこやか口

腔（こうくう）検診」を始めます。まずは、市内の小中のモデル校で

実施します。学校・家庭が協力しあい、子どもたちの食習慣の改善を

図っていきたいと考えています。 ※３ ２面ヘルシースクール関連記事参照 

全・安心の確保は、教育活動全般の 

基盤となるものですね。 

 特に、防犯・防災に対する取り組みは、重要度・緊急度を増してい

ます。各学校・園では、子どもたち自身の危機回避能力を高めていく

様々な取り組みを進めています。防犯については、多くの人による見

守りが効果的です。昨年度全校に配備した「青色回転灯をつけたパト

ロール車」や、一部の通学路に設置した防犯カメラ等の効果的な運用

を図り、子どもたちの安全を守ることに全力を尽くしています。 

中学生による読み聞かせ 

ＩＴを活用した授業 

◆教育委員会ホームページhttp://www.city.ichikawa.chiba.jp/net/kyouiku/index.htm 
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相互に連携して、一体感のある教育を 
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 コミュニティサポートは、改正教育基本法の「学校、家庭及び地域

住民の相互の連携協力」の趣旨を具現化するものです。各学校区に設

けられた「コミュニティサポート委員会」※４では、子どもたちの教育

や育成に関する情報交換や意見交換、協議などが行われています。 

 子どもたちを健やかに育てていくために、社会全体の教育力を高め

ていくことが望まれています。コミュニティサポートの取り組みは、

今後ますます必要となってくると考えます。 
                              ※４ ３面に関連記事 

安 
確かな学力 

豊かな人間性 

ヘルシースクール 

安全・安心 

ｺﾐｭﾆﾃｨｻﾎﾟｰﾄ コ 
ミュニティサポートは、市川市独自の施策で

すが、どのようなものなのでしょうか。 

多くの目で、子どもの安全･安心の確保を！ 

「確かな学力」は、学校教育の最重要課題 !! 
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 ◆手児奈文学賞の詳細は、文学プラザのホームページを参照して下さい。   

   ～ ヘルシースクール推進協議会 開催 ～ 
第１回ヘルシースクール推進協議会が、５月２９日（火）に市民

会館で、各学校の推進委員や保護者の参加のもと開催されました。 

  「食事調査結果をふまえた食育の                

 すすめ方」というテーマで、渡邊智     

 子教授(県立衛生短期大学)からのお 

 話がありました。 

 ［すこやか検診のデータから］       

 小学５年、中学１年を対象に実施

される「すこやか検診」と「食事の

調査」のデータを分析し、男女別の

傾向や年齢別の特徴などについての

解説がありました。鉄分や食物繊維、ビタミンＢ１などが食事摂取

基準を下回っていたこと、子どもの成育と栄養素の関係など、栄養

学の視点から、食事バランスの大切さを話されました。 

 ［肥満予防は、ゆっくり食べること］   

 食べる速度と身体計測の結果から、食べる速度が速い児童生徒ほ

ど肥満度が高いことがわかりました。『ゆっくり食べる』、『よく

かんで食べる』ことは、肥満予防に役立つと考えられるので、

『ゆっくりよくかんで食べましょう』と指導することが、現時点で

の有効な健康支援につながることになります。 

 ［食事指導の具体策とは・・・］   

食事指導をするうえで、食事バランスガイドを活用するための具

体的な方法としては、日本型食生活の主食・主菜・副菜を理解する

ことが大切です。そのためには、新日本型食生活【（日本型食生

活）×３＋ (果物と乳製品)×１】を実践し身につける必要がありま

す。また、よい食習慣や生活習慣を身につけている子どもは、ほめ

てあげて、よい食習慣の継続を促しましょう。  
   ◇   ◆   ◇   ◆   ◇   ◆   ◇   ◆   ◇ 

説得力のあるお話に、参加者は真剣に聞き入っていました。 

今後も食育の重要性を発信するなど、ヘルシースクールの取り組

みをより一層充実させていきたいと考えています。  ［保健体育課］                

 

 歯の衛生週間に先立ち、５月３０日（水）に、   

むし歯予防大会が開催されました。この大会は、 

歯の衛生に関する正しい知識を普及し、歯科疾患 

の予防や健康の維持を目的に行っています。 

  当日は、各学校から選出された健歯の学校代表

８８人の健歯審査会が行われました。審査と同時に歯科医の先生から

一人ひとりによい歯を保つためのアドバイスをいただきました。 

 また、１２０点の応募があった「歯科衛生作品」（図画・ポス

ター・作文）の中で、特にすばらしかった作品２２点の表彰を行いま

した。これらの作品は、メディアパーク市川に展示され、多くの方に

口腔衛生への関心を持っていただけたようです。 

 表彰された児童生徒の皆さんを紹介します。     ［保健体育課］ 

  
今
月
七
月
の
異
称
は
文
月
（
ふ
み
づ

き
）
。
語
源
は
、
短
冊
に
歌
や
字
を
書
き
、

書
道
の
上
達
を
祈
っ
た
七
夕
の
行
事
か
ら

「
文
披
月
（
ふ
み
ひ
ら
き
づ
き
）
」
が
転
じ

た
と
す
る
説
や
、
陰
暦
七
月
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稲
穂
の
膨
ら

む
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あ
る
こ
と
か
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「
穂
含
月
（
ほ
ふ
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づ
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「
含
月
（
ふ
く
み
づ
き
）
」
が
転

じ
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
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「
ふ
み
づ
き
」
と
声
に
す
る
だ
け
で
、
い

つ
も
の
「
七
月
」
と
は
違
う
印
象
を
受
け
ま

す
。 さ

て
、
市
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨

年
度
か
ら
「
市
川
の
学
校
教
育
三
カ
年
計

画
」
の
重
点
内
容
と
し
て
、
ま
た
、
市
川
市

教
育
計
画
の
中
の
「
二
十
二
の
行
動
テ
ー

マ
」
の
一
つ
と
し
て
、
「
美
し
い
日
本
語
の

使
い
手
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
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美
し
い
日
本
語
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
、

本
市
で
は
次
の
四
つ
を
設
定
し
て
い
ま
す
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一
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理
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な
思
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を
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め
、
各
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す
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相
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た
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を
用
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コ
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
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三
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
理
解
し
、 

 
 
 

美
的
感
性
や
豊
か
な
情
緒
を
培
う
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四
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自
ら
本
に
手
を
伸
ば
す
子
ど
も
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次
期
の
学
習
指
導
要
領
で
は
「
言
葉
」

と
「
体
験
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
い
じ
め
」
な
ど
の
言
葉
の
暴
力

も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
言
葉
に
関
す
る
マ

ナ
ー
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す 

 

 

す
で
に
、
教
育
計
画
の
重
点
と
し
て
、
読

書
活
動
の
充
実
や
学
校
全
体
で
言
語
環
境
の

見
直
し
を
行
っ
た
り
、
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
推
進
に
努
め
た
り
す 

 

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

美
し
い
日
本
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で
ひ
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き
あ
う
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ま
た
、
図
書
館
司
書
・
学
校
図
書
館
員

の
協
力
の
も
と
、
「
美
し
い
日
本
語
で
ひ

び
き
あ
う
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
読
書
週
間

を
実
施
し
た
り
、
百
人
一
首
大
会
を
開
催

し
た
り
、
日
常
の
図
書
館
の
掲
示
を
工
夫

し
た
り
す
る
な
ど
、
各
学
校
独
自
の
計
画

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 

 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 
  

ブ
ラ
ン
コ
は 

か
ぜ
で
ゆ
ら
れ
て 

 
 

ゆ
う
ら
り 

ゆ
う
ら 

ゆ
う
ら 

  

ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら 

あ
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で
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市
内
小
学
校
二
年
生
の
詩
で
す
。
詩
に

は
、
二
つ
並
ん
だ
ブ
ラ
ン
コ
の
絵
が
描
き

添
え
て
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
を
見
つ

め
る
子
の
笑
顔
ま
で
も
が
浮
か
ん
で
く
る

情
感
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。 

 

こ
の
時
期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な

も
の
に
も
心
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
感
性
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
そ
の
思
い
が
も
っ
と
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
心
と
言
葉
を
つ
な
ぐ
。
そ
れ
も

「
美
し
い
日
本
語
の
使
い
手
」
を
育
成
す

る
大
事
な
取
り
組
み
で
す
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「
教
育
い
ち
か
わ
」
で
は
、
年
間
（
全

四
回
）
を
通
し
て
「
美
し
い
日
本
語
で
ひ

び
き
あ
う
心
」
を
連
載
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［指
導
課
・
教
育
セ
ン
タ
ー
］ 

～ 

全
四
回
シ
リ
ー
ズ 

其
の
壱 

～ 

敬称略 敬称略 

 審査会の様子 

  図画の部  優 秀 

 データに基づいた分析 

には、説得力があります。 

健歯表彰者

１位 塩焼小

２位 冨貴島小

３位 幸小

１位 妙典小

２位 新井小

３位 曽谷小

１位 第一中

２位 下貝塚中

３位 第八中

１位 第二中

２位 第五中

３位 南行徳中

中学校
３年女子

中学校
３年男子

小学校
６年女子

小学校
６年男子

中村　瞭汰

佐藤　大輝

箱崎　圭亮

渡邊　綾菜

小松　　唯

深澤　　唯

田邉　大行

清水　美峰湖

川越　　直

赤松　大輔

平川　早希子

小久保　栞穂

歯科衛生作品表彰者

優秀 市川小 １年 中田　佳希

優良 若宮小 ３年 渡邉　　睦

優良 若宮小 ２年 中山　渓登

佳作 冨貴島小 ３年 吉村　　岳

佳作 北方小 ２年 鈴木　綾音

佳作 北方小 １年 渡邊　みのり

佳作 曽谷小 １年 青嶋　真生

優秀 大野小 ６年 後藤　彩寧

優良 若宮小 ６年 金子　真彩

優良 若宮小 ６年 河野辺　絢

佳作 北方小 ６年 渡辺　未來

佳作 宮田小 ６年 丹羽　みちる

佳作 大和田小 ５年 石原　千晶

佳作 八幡小 ４年 北川　理紗子

優秀 大野小 ６年 仲村　美羽

優良 若宮小 ５年 森川　星渚

優良 大野小 ６年 土屋　綺奈

佳作 冨貴島小 ６年 丸山　雄司

佳作 冨貴島小 ６年 大野　渚紗

佳作 大野小 ６年 長田　伊知子

佳作 大野小 ６年 安東　千春

佳作 大野小 ６年 白土　菜奈

図画

ポスター

作文

 
 

 

「
手
児
奈
文
学
賞
」作
品
募
集 

 

「美
し
い
日
本
語
」を
磨
く
た
め
に
、
「第
八
回

市
川
手
児
奈
文
学
賞
」に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

「二
〇
〇
七
年
市
川
を
詠
む
」を
テ
ー
マ
に
、
市
川

の
自
然
、
文
化
、
史
跡
や
建
物
、
祭
や
人
物
を
題
材

に
、
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

を
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

「
一
般
の
部
」「子
ど
も 

の
部
」に
分
か
れ
、
九
月 

三
十
日
が
締
切
で
す
。 

 

http://www.city.ichikawa.chiba.jp/bunka/bunpla.htm 

  応募・問合せ 

 文化振興担当 

 ３３４－１１０７ 



【小学校】 ★ は 、９～ １０月 の 予 定 な しの ところ

№ 学 校 名 　公 　開 　 日 　　 ・ 時 　間 　帯 　・ 　　内 　　　　 容

1 市 　川 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  9 :20 ～ 11 :00 　か が や きフ ェ ス テ ィバ ル
2 真 　間 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :40 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・読 書 集 会 ・ 真 間 小 ま つ り

９ 月 ６ 日 （木 ）～ １１ 日 （火 ）  9 :00 ～ 16 :00 　夏 季 作 品 展
１０ 月 ２ ５ 日 （木 ）  13:50～ 　　　 　学 習 指 導 研 修 会 （理 科 ・生 活 科 公 開 研 ）

4 八 　幡 ★

９ 月 ２ ０ 日 （木 ）  13 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開 （１ ・２ ・３ 年 生 ）
９ 月 ２ １ 日 （金 ）  13 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開 （４ ・５ ・６ 年 生 ）

１０ 月 ２ ５ 日 （木 ） 11 :35 ～ 14 :15 　国 語 科 授 業 研 究 会
１０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  11 :00 ～ 14 :00 　国 分 フ ェス テ ィバ ル

6 大 　柏 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ） 9 :25 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・集 会
7 宮 　田 １０ 月 ２ ０ 日 （土 ） 8 :40 ～ 14 :00 　学 習 発 表 会 ・宮 田 祭
8 冨 貴 島 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :35 ～ 12 :15 　秋 の 読 書 ま つ り
9 若 　宮 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :40 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・体 験 活 動
10 国 府 台 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :40 ～ 14 :30 　授 業 公 開 ・ふ れ あ い 祭

９月 ５日 （水 ）～ ７ 日 （金 ）  9 :00 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・夏 季 作 品 展
１０ 月 ２ ０ 日 （土 ）  9 :00 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・ひ ら た っ 子 祭 り

９ 月 ２ ６ 日 （水 ）  13 :20 ～ 13 :50 　歌 お う集 会
１０ 月 １ ８ 日 （木 ）  13 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開 （１ ・２ ・３ 年 生 ）
１０ 月 １ ９ 日 （金 ）  13 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開 （４ ・５ ・６ 年 生 ）
１０ 月 ３ １ 日 （水 ）  10 :40 ～ 12 :15 　読 書 祭 集 会
１０ 月 １ １ 日 （木 ）  8 :40 ～ 14 :25 　授 業 公 開 （１ ・２ ・３ 年 生 ）
１０ 月 １ ２ 日 （金 ）  8 :40 ～ 14 :40 　授 業 公 開 （４ ・５ ・６ 年 生 ）

14 行 　徳 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開 ・行 徳 ま つ り   
15 信 　篤 ★

16 稲 荷 木 １０ 月 ２ ０ 日 （土 ） 　8 :50 ～ 14 :20 　音 楽 集 会 ・発 表 会
17 南 行 徳 ★

18 鶴 　指 １０ 月 ２ ０ 日 （土 ） 　8 :30 ～ 11 :40 　生 活 科 ・総 合 学 習 発 表 会
19 宮 久 保 　１０ 月 １ ２ 日 （金 ）  13 :50 ～ 14 :35 　授 業 公 開

　９ 月 １ ９ 日 （水 ） 13 :50 ～ 14 :35 　授 業 公 開
　９ 月 ２ ０ 日 （木 ） 13 :50 ～ 14 :35 　授 業 公 開
１０ 月 ２ ７ 日 （土 ） 　8 :40 ～ 14 :35   学 習 発 表 会 ・体 験 広 場
　９ 月 １ ４ 日 （金 ）  13 :45 ～ 16 :30 　授 業 公 開 ・懇 談 会
１０ 月 ２ ８ 日 （日 ）  8 :45 ～ 14 :30 　学 習 発 表 会 ・秋 ま つ り 　

22 曽 　谷 ★

23 大 　町 　１０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  8 :35 ～ 12 :15 　授 業 公 開 ・学 習 発 表 会
１０ 月 １ １ 日 （木 ）  10 :45 ～ 12 :15 　芸 術 鑑 賞 会
１０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  9 :40 ～ 11 :10 　北 方 コ ン サ ー ト
１０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  12 :50 ～ 14 :30 　北 方 フ ェス テ ィバ ル 　

25 新 　浜 　９ 月 ２ １ 日 （金 ）  8 :40 ～ 14 :45 　授 業 公 開
26 百 合 台 　９ 月 ２ ０ 日 （木 ） 13 :45 ～ 14 :30 　授 業 公 開
27 富 美 浜  ９ 月 １ ４ 日 （金 ） 11 :35 ～ 14 :25 　授 業 公 開
28 柏 　井  １０ 月 ２ ０ 日 （土 ）  8 :40 ～ 11 :25 　授 業 公 開 ・音 楽 集 会
29 大 　洲  ９ 月 １ ９ 日 （水 ） 　8 :45 ～ 15 :25 　授 業 公 開
30 幸 ★

 ９ 月 ２ １ 日 （金 ） 13 :55 ～ 14 :40 　授 業 公 開
 １０ 月 ２ ０ 日 （土 ） 　9 :30 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・フ ェ ス テ ィバ ル

32 南 新 浜  ９ 月 １ ４ 日 （金 ） 　8 :35 ～ 14 :40 　授 業 公 開
33 大 　野 ★

34 塩 　焼 ★

35 稲 　越  １０ 月 １ ３ 日 （土 ） 　8 :40 ～ 14 :35 　授 業 公 開
36 塩 　浜  １０ 月 ２ ７ 日 （土 ） 　9 :00 ～ 11 :30 　な か よ しフ ェス テ ィバ ル
37 大 和 田 ★

38 福 　栄 　１０ 月 ２ ７ 日 （土 ）  9 :00 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・フ ェ ス テ ィバ ル
39 妙 　典 １０ 月 ２ ０ 日 （土 ） 　9 :00 ～ 14 :30 　学 習 発 表 会
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   ダンボールハウスでキャンプだ 

      （第六中ブロックコミュニティクラブ） 
 

 ６月９日～１０日、稲荷木小学校で恒例のキャンプが行われまし

た。ダンボールを使ったオリジナルの家づくりでは、次々と立派な

家が作られました。「壁と柱が難しかった」と苦戦しながらも、ど

の家も出来映えは上々。工夫の凝らされた個性あふれるユニークな

家がたくさん出来上がりました。完成した後にはコンテストが行わ

れ、ドーム型の家やアニメに出てくる「バス」をイメージした家な

どが注目を浴びていました。「自作の家での寝心地は最高！」のは

ずでしたが、夜は仲のよい友だちとの話に夢中になるあまり、ほと

んど寝ないで朝を迎えてしまった子どもが多かったようです。 

 参加した子どもたちの中で「楽しかった！」と人気があったのは

肝だめし。普段は入ることのできない真っ暗な校舎は、ただでさえ

怖いうえに、仕掛けがあちこちにあ

り、緊張感がいっぱいでした。突

然、ほっぺたに冷たい物体が張り付

いたと思えば、カタカタと動きだす

箱があったり、暗闇に不気味な姿が

浮き上がったり・・・。夜の校舎に

驚きの声が響き渡りました。 

 子どもたちには、とっておきの２

日間になりました。 

 コミュニティサポート 更なる前進を願って  
  第１回コミュニティサポート推進委員会

が５月１５日（火）生涯学習センターで、各

学校区コミュニティサポート委員、学校関係

者、行政関係者等２１０名の参加のもとに、

開催されました。 

 西垣教育長の挨拶、参画団体の紹介のあ

と、コミュニティサポートの概要と４ヵ年の歩み、平成１９年度のコ

ミュニティサポートの推進についての説明があり、国府台小学校区・

幸小学校区より「学校評価」についての発表がありました。 

本年度は、次のような点に力を入れていきたいと考えています。 
   

     【平成１９年度コミュニティサポートの推進】 
 １．目標 

 ◎ コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト 委 員 会 の 多 面 的 な 活 用  

   ～子どもたちのための情報交換・連絡調整から多面的な活用へ～ 

 ◎ コミュニティサポートを核とした三者間連携の推進 

   ～子どもたちのための学校・家庭・地域の相互連携の強化～ 
  

 ２．各コミュニティサポート委員会で話し合われる内容について 

  情報の共有化（基本の話し合い） 
   ○ 子どもたちに係る活動の情報交換、連絡調整 
   ○ 子どもたちの様子の情報交換、意見交換 
 

  話し合いの場としての多面的な活用（任意の話し合い） 
    ○ 学校・家庭・地域が協力し効果を高めていくような話し合い 
     例 ・防犯 ・防災 ・交通安全 ・危険防止 ・健康 

    ○ 学校・家庭・地域のそれぞれの役割を支援し、子どもたちの    

    ための教育環境や育成環境を高めていくための話し合い 

      例 ・学校教育の支援に関する話し合い 

       ・家庭の教育力向上に向けての話し合い 

            ・地域活動の活性化に向けての話し合い 

校名・学級名が一部変更になりました！ 

  平成１９年４月１日より、市川市立養護学校

は、市川市立特別支援学校に、県立市川養護学

校は県立市川特別支援学校に、また、小中学校に設置されている特殊学

級は特別支援学級へと、それぞれ校名・学級名が変更されました。 

  これは、多様な障害を持つ児童生徒一人一人に対し、その教育的ニー

ズを踏まえた適切な教育を行う「特別支援教育」を推進するため、学校

教育法等の一部が改正されたことにともなう変更です。 
なお、市立の特別支援学校については、在籍する児童生徒、保護者並

びに地域の方々に親しまれるような校名への変更を、現

在、検討しております。 

 

[地域教育課] 
[義務教育課] 

[地域教育課] 

【中・特 別支援学校】
№ 学 校 名 　公 　 開 　 日 　　 ・ 時 　 間 　帯 　・ 　 　内 　　 　　 容

９ 月 １ ８ 日 （火 ） ～ ２ １ 日 （金 ） 8 :30 ～ 16 :00 　授 業 公 開
１０ 月 　 ５ 日 （ 金 )  8 :30 ～ 15 :00 　合 唱 祭 「榎 祭 」

１ ０月 　４ 日 （木 ）  8 :50 ～ 14 :05 　授 業 公 開
１ ０月 　５ 日 （金 ）  8 :50 ～ 12 :20 　授 業 公 開
１ ０月 　６ 日 （土 ）  8 :50 ～ 14 :30 　学 習 発 表 会 ・ふ れ あ い バ ザ ー

3 第 　 三 １０ 月 １ ３ 日 （土 ）  8 :45 ～ 15 :30   授 業 公 開 ・ ド リ ー ム フ ェ ス テ ィ バ ル
１０ 月 １ ３ 日 （土 ）  9 :00 ～ 14 :30   学 習 発 表 会 （要 連 絡 ）
１０ 月 ２ ５ 日 （木 ）  13 :35 ～ 15 :30   授 業 公 開 (要 連 絡 ）

5 第 　 五 ★

９ 月 ２ ６ 日 （水 ）  9 :00 ～ 15 :00 　文 化 祭 (芦 の 芽 祭 ）
１０ 月 １ ９ 日 （金 ）  9 :00 ～ 12 :00 　芸 術 祭

7 第 　 七 １０ 月 １ １ 日 （木 ） 未 定 　3 年 合 唱 発 表 会 （ 行 徳 文 化 ホ ール ）

8 第 　 八 １０ 月 １ ３ 日 （土 ） 未 定 　合 唱 コ ン ク ー ル ・ 式 典
9 下 貝 塚 １０ 月 ２ ６ 日 （金 ）  9 :00 ～ 15 :00 　学 習 発 表 会

９ 月 １ ３ 日 （木 ）  8 :45 ～ 15 :45   授 業 公 開
９ 月 １ ４ 日 （金 ）  9 :25 ～ 12 :45 　研 究 授 業
９ 月 １ ５ 日 （土 ）  8 :45 ～ 11 :35 　授 業 公 開

１０ 月 ２ ６ 日 （金 ） 9 :30 ～ 12 :15 　合 唱 祭
１ ０月 　４ 日 （木 ）  8 :45 ～ 14 :55 　合 唱 祭
１ ０月 　６ 日 （土 ）  8 :25 ～ 15 :30 　文 化 祭
１０ 月 ２ ６ 日 （金 ）  8 :45 ～ 15 :30 　授 業 公 開

９ 月 ２ ８ 日 （金 ）  8 :25 ～ 14 :45   授 業 公 開
９ 月 ２ ９ 日 （土 ）  8 :25 ～ 15 :00 　授 業 公 開 ・講 演 会

１０ 月 ２ ０ 日 （土 ）  8 :30 ～ 14 :30 　文 化 祭
13 大 　 洲 １０ 月 ２ ７ 日 （土 ） 8:4 5～ 1 1:3 0 　授 業 公 開

　９ 月 ２ ８ 日 （金 ） 10 :00 ～ 15 :00 　合 唱 祭 （浦 安 文 化 会 館 ）
　１０ 月 ２ ６ 日 （金 ） 9 :00 ～ 15 :00 　文 化 祭

９ 月 ２ ６ 日 （水 ）  8 :45 ～ 15 :00 　文 化 祭
１０ 月 ２ ０ 日 （土 ）  13 :00 ～  　　 　 　授 業 公 開
１０ 月 ２ ５ 日 （木 ）  10 :00 ～ 16 :00 　合 唱 祭 （市 川 市 文 化 会 館 大 ホ ール ）

９ 月 ２ ０ 日 （木 ）  8 :45 ～ 15 :45 　授 業 公 開
１０ 月 １ ９ 日 （金 ）  8 :45 ～ 15 :45 　授 業 公 開

17 特 別 支 援 １ ０ 月 ２ ２ 日 （月 ） ～ ２ ７ 日 （土 ） 9 :00 ～ 12 :00 　 授 業 公 開 ・須 和 田 の 丘 フ ェ ス テ ィ バ ル （２ ７ 日 ）
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ｺﾝﾃｽﾄで最優秀になった力作 

 市内の各公立小・中・特別支援学校では、「地域に開かれた学校づくり」の一環

として、自校の教育活動を保護者だけでなく、地域住民の皆様にも見ていただこ

うと『オープン・スクール・デー』を開催しています。 

 なお、『オープン・スクール・デー』の詳細につきましては、各学校へお問い合わ

せ下さい。学校教育部のホームページ（欄外参照）でも掲載しています。 
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～ 総勢４７名 で にぎやかに  盛りだくさんの全７回 ～      

    考 古 博 物 館   
 

◆ 考古学教室『夏休み子ども縄文セミナー』（全２回講座） 
 

 学芸員と千葉商科大学付属高等学校の生徒の指導により、縄文人の生活  

を遊び感覚で体験し、市川についての理解を深めます。 
日時＝① ７月２８日（土）② ８月１８日（土） 
いずれも１０時～１５時３０分 

内容＝①は「弓矢で遊ぼう・縄文汁の食体験・編布(あみぬの)作り」 
②は「勾玉作りと火おこし体験」 

会場＝考古博物館 他    対象＝小学生以上（親子可） 
定員＝先着１５組      参加費＝各回５００円程度（材料費） 
その他＝汚れてもいい服装で （弁当持参） 
申込＝７月８日（日）から当館にて電話で受付を開始しています 
  

◆  体験学習「火をおこそう」 
日時＝８月１８日（土） １４時～１５時３０分 
内容＝火おこし指導員の指導により、縄文時代とそれ以降の火おこし道具

(回転摩擦式)を使って、火をおこしてみる体験学習を行います。 
会場＝考古博物館      対象＝小学生以上（親子も可） 
定員＝先着２０組      参加費＝無料 
その他＝汚れてもいい服装で 

申込＝７月１５日（日）９時から当館にて電話で受付 

    申込・問合せ    電話：３７３－２２０２ 

いよいよ市川市少年自然の家が、７月１日（日）にリニューアルオープンしま

した。施設面の利便性のみならず、利用者のニーズに沿った主催事業の拡大・

充実及び利用者の拡大等、これまで以上に施設を有効活用していただけることを

願い、準備をしてまいりました。オープン初日には、リニューアルオープンフェ

スティバルを行いました。「総合体験ステーション」として生まれ変わった市川

市少年自然の家に、ぜひ足をお運びください。  少年自然の家 ３３７－０５３

 歴 史 博 物 館    
 

◆ ちょっと昔の手作りおもちゃ 
 日 時  ８月５日（日）１３時～１４時３０分 

 内 容  自分で作ったおもちゃで遊ぶ 

     （木コマ、割ばしケン玉） 

 会 場  歴史博物館１階会議室 

 申 込  ７月２１日（土）より電話受付開始 

 対 象  小学生 先着２０名 

 材料費  １００円  
 

◆ 親子でチャレンジ！わらぞうり作り 
 日 時  ８月１１日（土） 

       １３時 ～ １５時 

 内 容  わらぞうりを 

       １足完成させて、 

        はいてみる。 

 会 場  歴史博物館２階講堂 

 申 込  ７月２１日（土）より電話受付開始 

 対 象  小学生の親子 先着２０組 

 材料費  ３００円 
 

   申込・問合せ  電話：３７３－６３５１ 

  

 

  今年もいっぱい実ってネ !!  
    ～ 稲作体験(代掻き・田植え) ～ 
 

 ５月１３日 (日)「市川米っ人（こめっと）くらぶ」の
５枚の水田では１７７名の親子が参加して「代掻き（し

ろかき）」（田んぼに水を引いて土と混ぜて平らにする

作業）が行われました。みんなで手をつないで田んぼの

中を足踏み行進。そして整地用の板を引いたり押した

り・・・。大人も子どもも真っ黒になりながら元気いっ

ぱいにはしゃいでいました。 

 ５月２０日 (日) は天候に恵まれ絶好の「田植え」日和

でした。親公認の泥んこ遊びとあって子どもは大はしゃ

ぎ。教育長の激励の挨拶に続き指導者の方から苗の植え

方などの指導を受け、いざ

出陣です。一列に並んでロープの目印に沿って、後

ろ向きに苗を植えていきます。足が抜けずに四苦八

苦したり、「僕たちの目印用ロープが無いよ～」等

のアクシデントがありながらも何とか植え終わりま

した。 

 最後に、指導者の方から温かいスー

 昭和５４年６月に産声を上げ

た「教育いちかわ」は、今年で

２８年目を迎えます。101号～
150号をＣＤにまとめました。
閲覧を希望する方は、教育セン

ターまでお問い合わせ下さい。 

   電話：３２０－３３３５ 

[地域教育課] 

夏休み体験学習 

夏休み体験学習 

 

平成１９年度のジュニアリーダー講習会が始まり

ました。この講習会は、野外活動を核とした集団活

動を通して、リーダーシップやメンバーシップを体

験的に学ぶことを目的にしています。 
 

今年は市内１４の中学校から１年生１６名・２年

生１８名・３年生１３名が参加しています。 

全７回のこの講習会は、野外実習に登山、そして

キャンプに宿泊と内容盛りだくさんです。 

第一回目は、南行徳中学校の青木良斗先生と、日

本キャンプ協会の石原朝子先生を講師にお迎えし、

オリエンテーションやグループワークトレーニング

に取り組みました。早くも仲間の輪が広がり、今後

が楽しみです。 

 

夏には静岡の朝霧高原で、先輩の高校生達との合

同キャンプも行われ、更に成長が期待されます。 

楽しく・仲良く・元気よく！ 将来、地域の中で

頼もしいリーダーに育って欲しいと思っています。       
               ［青少年育成課］ 

 

平成１９年度 ジュニアリーダー講習会 はじまる ！    

     第１回目の講習会 
「グループ活動」の様子。次第に笑

顔がこぼれ、和やかな雰囲気に。    

       〈教育ｾﾝﾀｰ研修室にて〉 

 社会全体の教育力の向上を！ 

  ･･･ 西垣教育長のｲﾝﾀﾋﾞｭｰより 

    （第１面ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ記事参照） 

 ◆教育いちかわは、ホームページでもご覧になれます  教育センター ＴＯＰページ     http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 


